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2人に1人ががんになり、3人に1人ががんで亡くなる時代。
本書は5年生存率が一割程度という
希少・難治性のがんになった人々の体験的知識を伝達する本です。
26人の患者・家族の「ものがたり」が、
いま、困難に直面している人に《前に進む力》をもたらします。

Ⅱ　家族としての思い

 13 無理せず、のらりくらりといきましょう……黒田しげみ（埼玉県）
 14 患者としてのがん体験から娘としてのがん体験へ……浅原和香子（大阪府）
 15 四人の子を残して何も言わずに逝った夫……小菅千恵子（埼玉県）
 16 祈るような思いで寄り添い続けた二年間……後藤里美（愛知県）
 17 悔いの残らない看病ができた……栗田悦子（群馬県）
 18 母の死を語ったときにようやく涙がこぼれた……松島恵一（埼玉県）
 19 本当の娘のように看病して……松島和枝（埼玉県）
 20 夫の死から三五年後の公務災害申請……後藤雅子（大阪府）
 21 ヤンチャな笑顔を守りたくて……福田靖美（兵庫県）
 22 一人にしないで、一緒に連れていって……有賀忍（東京都）
 23 互いへの思いを伝え合って最期を迎えられた……影山小百合（静岡県）
 24 変化していった夫婦の関係……尾上貴美子（大阪府）
 25 父の最期を看取って……山田哲也（大阪府）
 26 無我夢中でサポートして寄り添った日々……内田優子（大阪府）

Ⅲ　中皮腫の仲間をサポートし続ける……右田孝雄×大島寿美子

おわりに――気持ちの分かち合いと体験的知識の伝達

〈目次より〉

はじめに――希少・難治性がん患者と家族の26の「ものがたり」

Ⅰ　中皮腫と診断されて

 1 保育士の仕事と治療の両立……鹿川真弓（沖縄県）
 2 子どもたちの前では絶対に泣かない……Ｙ・Ｏ（静岡県）
 3 サポートされる側とする側の両方を経験して……原修子（埼玉県）
 4 中皮腫の仲間たちとともに……右田孝雄（大阪府）
 5 家族の励ましと社員の頑張りに支えられて……平田勝久（岐阜県）
 6 がんはハンデじゃない……田中奏実（北海道）
 7 中皮腫になって得られた出会いと経験……舘山亮（北海道）
 8 医師として働き、患者として助けられて……中島喜章（新潟県）
 9 功を奏したセカンドオピニオン……山中伸治（東京都）
 10 この素晴らしい日々が長く続くように……尾上一郎（兵庫県）
 11 自分が納得できる人生を送れたら……黒木公明（山口県）
 12 「今はあかん」と誓って生き延びた……田村勝也（大阪府）
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病いによってどう生活が変わり、どんな困難に直面するのか？

中皮腫とともに生きる
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希 少・難 治 性 が ん 患 者と家 族 の 2 6 の「 もの が たり」
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